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　皆様、あけましておめでとうございます

　いよいよ2016年の幕開けとなりました。

　商売はとても厳しい環境ですが、私達、アーク
ル一同頑張ってこの荒波を乗り越えていきます。
　
　

　 今年が皆様にとって素晴らしい年となるように
社員一同祈念しています。

　今年もアークルをよろしくお願い申し上げます

  
　

ベトナム・ホイアン日本橋の中の猿  

　2016年はどんな年になるのだろう？

　その前に昨年1年間をちょっと振り返ってみまし
ょう。
　昨年は一言で言えば、私達飲料業界は「激動」
の年でした。

　消費税増税後の値上げで自販機売上が減り始め
た昨年の冬の中、突如 ＪＴが飲料事業からの撤退
を発表。ただでさえ、今後の行方に戸惑いが ある
中、さらにその不安に拍車がかかったのです。
　
　私達、飲料自販機の業界は2000年ぐらいをピー
クに昨年あたりまではそれほど大きなうねりはあ
りませんでした。飲料メーカーも相変わらず、シェ
ア争いの名の元に自販機の設置場所の確保を一番
としていました。しかし、昨年から完全に潮目が
変わりました。価格の値上げ、コンビニの台頭な
どで自販機が前ほど売れなくなってきたのです。

　また、自販機自体の開発も来るところまで来、いよいよ自販機マーケットの衰退期に入ってきたと実
感させる年だったのかもしれません。 　

　 自販機の売上減少は特にアウトに設置してある自販機が顕著でした。コンビニのカウンターコーヒー
などにじょじょに食われたのかもしれません。アウトに比べインロケの自販機は落ち込みはあまりあり
ません。
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　さてこのような状況下、私達も変化しなければなりませ
ん。弊社のモットーは時流に合わせた経営です。世の中の
変化には対応するのが生き残る道と考えていますので、変
化に対応しなければならなかった年でした。

　まずはＪＴ問題。私達は飲料を撤退したＪＴ自販機を利
用して、独自のオリジナル自販機（こだわり）をつくりま
した。俗に言う白機です。

　 白機は格安商材、売れ筋商材などをミックスで入れるこ
とができるので、メーカー機よりもよく売れるのです。

 

 

　

 

　しかし一言でオリジナル機と言っても簡
単ではありません。新しい商品 の仕入れ、
自販機のリニューアル、デザインなど非常
に手間のかかる仕事です。また現状でもこ
の「こだわり」は1年も経っていないので試
行錯誤が続いている状態です。
　
　次にアウトロケーションの自販機売上の
低下についてです。これは今後開拓をアウ
トからインにシフトしなければなりませ
ん。しかし、簡単にシフトできるものでは
なく、インロケ開発はそれなりのノウハウ
が必要なのです。

　 これについては、ありがたいことにダイ
ドーさんが勉強会を催してくれました。ダ
イドーのインロケ開発のプロがノウハウを
伝授してくれた のです。しかし伝授された
だけではダメで実際に動いていかなければ
なりません。現在これも実行中で、答えが
出るのはまだ先になります。
　
　 確実に営業の考え方は変わりましたので
今後に期待といったところです。

　そして最後に自販機オペレーターの本来の仕事であるオペレートについてです。これについてはここ
数ヶ月のマンスリ ーで書いてあるように細かな分析を始めています。いかにロス率（売り損じ）を下
げ、効率よく回収が出来るかこれがテーマになりこれについても今後さらなる追及をしていく必要があ
ります。具体的には今年の秋にシステムを完全にリニューアルする予定でいます。

　最後に人材問題です。今後は若者が不足するということで人材確保が難しくなってきます。これを解
決するために、より効率的に作業が出来るように環境を整えていく必要があります。これについても、
現在「より働きやすい委員会」を設けじょじょに改善を図っているところです。

　それにしても変化対応が多すぎて、本当に忙しい1年でした。またこれらはこれで終ることなく、今
後も引き続き続けていかなければなりません。

　また最大の問題として自販機ビジネスに変わる新たな商売を模索していくことも必要です。自販機ビ
ジネスの未来は大 きな視点から見て、決して明るいものではありません。しかしすぐになくなるもので
もありません。しっかりとこのビジネスに取り組みながら新たビジネスチャンスを探っていく必要があ
ります。
　
　課題満載の2016年の船出ですが、このようにやるべき事がある程度明確になっていますので、これら
の課題をしっかりと解決し、そしてどんどん進化していくアークルでありたいと考えています。

　
　さて先月期の振り返りを少ししておきた
いと思います。
　ここ数ヶ月、ふるわない業績ですが12月
も厳しい結果となってしまいました。暖か



 

い天候も大きな要因で特にコーンスープや
おしるこなどのレトルトの落ち込みが激し
かったです。
　実は12月というのは、ホット製品が良く
売れ業績は1年の中でも悪くない月でした
が、昨年今年と悪い月の中に入ってきた感
があります。要因は天候だけでなくコンビ
ニのカウンターコーヒーの影響が大きいと
考えています。

　最近は自販機の業界は、一部のメーカー
を除いては激しいロケ獲り合戦は影を潜め
ています。今までの様に自販機を増やせば
売上がどんどん上がるということが無くな
ったからです。売れないロケに自販機を置
いてしまうと、商品管理が出来なかった
り、効率的作業の妨げになってしまうケー
スも出てきて、やみくもに自販機を設置す
ればよいということは完全になくなりまし
た。

　非常に興味深いのはそんなことはおかまいなしに、ライ
バルが動いていないことを良いことに今まで通り自販機を
どんどん設置しているメーカーが1社ありました。
　他社は冷静な目でそれを見ていましたが、すぐに結果に
なって表れてしまうでしょう。
　弊社は確実にニーズのあるロケを開発していくのはもち
ろんのこと、 新しい自販機のあり方を模索して行く必要が
あると考えています。例え ば、「こだわり」（弊社の白
機）のバージョンアップです。
　

　 通常のメーカー機はメーカーの意向が反映される自販機
です。つまりどの自販機も同様のカテゴリー商品が並ぶこ
とになります。例えば、ダイドーとサントリーの自販機が
2台並んでいるとします。

　 どちらにもたくさんの種類のコーヒーが並び、お茶、炭
酸、スポドリとまったく同じカテゴリー商品が並ぶので
す。また今の時期ではどちらもホットにするので2台分の
電気代がかかります。 

　それを各1台ずつ、カテゴリーに分けてしまえば、片方の1台はホットにしなくても済むのではないで
しょうか。例えば 、1台をコーヒーオンリーの自販機にしてしまうのです。
　
　 こんなことができれば3台の自販機は2台に減らせますし、電気代もさらに安くなります。また白機で
あれば各社の売れ 筋商品が入りますので、やみくもに自販機を増や必要もなくなります。

　弊社の「こだわり」、今後新しい可能性に満ちている自販機と考えているのです。

 

　もちろんメーカー機はメーカー機で怠ることはありませんので、力を注いでいきますが、今後はメー
カー・白と両輪ということになるのでしょう。
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1位
新ダイドーブレンドコーヒ
ー

1位 ボス　マスターズ微糖 1位
ワンダ　モーニングショッ
ト

2位 細缶　Mコーヒー 2位 ボス　レインボーマウンテン 2位 ワンダ　金の微糖



3位 ブレンド微糖185 3位 ボス　贅沢微糖 3位 ファイア　微糖

4位 無糖珈琲　樽 4位 南アルプス天然水550Ｐ 4位 レアル（ブラックBC）

5位 デミタスコーヒー 5位 ボス　カフェオレ 5位 THE　COFFEビター

　

 橘玲　週刊文春12/24号より
　　橘玲（たちばなあきら）氏の経済コラムは必読で
す。ちなみに私は彼のほとんどの著書は読破させてい
ただきました。
　さて彼はどのように今後の経済をみているのだろ
う？
　

　 簡単にまとめてみました。

（以降引用）
　アベノミクスが実施され、はや3年。だが日本の借金
は増え続け、財政破綻への道をひた走っている。

　 この不可避の危機にどう立ち向かえばいいのか。そ
の ヒントは安倍政権が掲げる「1億総活躍」にあっ
た。

　 国家破綻にも動じない最強の「資産防衛術」とは。

 

 
　アベノミクスの核心とは？ 
　
　 デフレ退治と日銀改革。具体的には「政府と日本銀行が政策協定を結び、明確なインフレターゲット
を設定」「物価目標を2％の目標」とした。つまりリフレ政策ということなのです。
　まず安倍総裁は「合理的期待形成」という金融政策を実施する。これは「ひとは事実と経験から合理
的な予想をする 」という話で簡単な理屈だ。

　 2012年11月「2％～3％のインフレ目標を設定し、それに向って無制限の緩和をしていく」と講演した
だけで、その翌日日経平均が8000台から9000台に急騰した。13年4月、黒田日銀総裁が「2％」「2年」
「2倍」のボードを手に、大規模な金融緩和をと「黒田バズーカ」を発表した。すると、株価は高騰、
為替は大きく円安と動いた。 
　
　 さてこのリフレ政策の理論とはどのようなものなのだろう？これは結構簡単な理論で、みんなが「景
気がよくなる」 という期待をしたとしよう。毎年2％の物価が上がるのだから、マイホームやマイカー
を値上がり前に買っておこうと 思うだろうし、経営者は設備投資を前倒しにするだろう。するとみんな
が争ってお金を使うので市場の金回りがよくな り、企業の利益も増え株価も上がり賃金も増える。懐が
暖かくなれば財布のヒモはさらに緩むから景気がますます良くなる。

　それではこのアベノミクスから3年経ってその結果はどうだったのだろう？
　
　 まず株価だが、2012年12月と現在では1万から1.9万へ約2倍となったが、円安を分を割り引かないと
いけない。ドル換算でやるとわかりやすい。3年で120ドルから150ドルと1.3倍になった。これが正しい
株価上昇で、イメー ジとしては外国人投資家にとって半値で日本株を買い叩けるようになったと言った
ほうがよく、これをはたして「株価上昇」とはいえるのであろうか？
　そして最大の問題はバズーカをうったのにもかかわらず、肝心の物価が全然上がらないことだ。2013
年の消費者物価指数の上昇率は0.4％、14年は消費税増税で上昇したもの、今年はずーとゼロ近辺をうろ
うろしている。

日本の借金は増え続ける 
　物価が上がらないのだから「風が吹けば桶屋が儲かる」式のアベノミクスは起動せず、ＧＤＰは12年
の520兆円から15年の530兆円へと10兆円増えただけで、目標とする経済成長率2.1％には遠く及ばない。
もっともわかるのは1人当たりのＧＤＰ（国民の豊かさの指標）の推移で12年世界14位だったのが、14
年は22位まで下がり香港、シンガポールまで抜かれてしまった。2020年には韓国にも追い抜かれるとの



推計もあり、アベノミクスの3年間で豊かさを 失い続けている。
　訪日外国人が800万人から2000万人に増えたのは「おもてなし」の魅力ではなく、安く旅行できる手
頃な国になったからだ。

　アベノミクスは金融市場の「期待」を変えて株価と為替を動かすことは成功したが、実体経済の「期
待」をほとんど動かせなかった。

　なぜうまくいかなかったのでしょう？ 
　それは右グラフで説明できる。平成2年（1990年）バブル崩壊あたりから、歳入が落ち込み始めそれ
にもかかわらず歳入を抑えられず、その差がどんどん広がっていく様子がわかる。 
　つまりこの足りない歳出分を国債発行で補ったため、結果ＧＤＰの2倍に達する1000兆円もの借金を
抱えるようになってしまったのである。 
　これは常識のある人なら「合理的不安」を抱くのは当然だ。 

 　15年の歳出内訳の伸び率の大きいも
のは国債費（7.3％）と 社会保障費（19.32％）で、意外なことに公共事業関係費は民主党時代とほぼ変
わらない。
　
　 国債費は借金の返済なので、国債の発行残高が増えるにつれて増えていく（金利が上がればさらに増
える）。社会保障費は年金や医療・介護に投入する経費なので、高齢化によって膨らんでいく。どちら
も自然増なので好き勝手に削るわけにはいかない。その結果15年の税収が10兆円増えたにもかかわら
ず、36.9兆円の新規国債を発行しないと予算が成り立たなかった。 

タイムリミットはあと5年 
　財政収支を改善できなかったらどうなるのか？実はこれもわかっていて、2020年以降に国家財政は破
綻する。これは単なる推測ではなく、財務大臣の諮問機関である財政制度等審議会で2015年10月9日に
公表されてる。つまりタイムリミットはあと5年しなかい。
　日銀が大量に国債を買い続けるのは、金利を維持するためでもはやインフレなどどうでもよくなって
いるように見える。
　「国家破産」を避けるためには、増税によって歳入を増やすしかない。いずれ消費税は欧州並みの
20％台まで引き上げられ、年金支給開始年齢は70歳になり、医療費の自己負担も上がるだろう。これは
日本の運命だから泣いてもわめいてもどうしようもないことだ。

いちばんの問題は労働生産性 
　それでは明るい未来のためにはどうすればいいのだろう？そのヒントは安倍政権の「1億総活躍」に
ある。

　1人あたりのＧＤＰを見ると日本人はどんどん貧しくなっているが、それは労働者の怠慢ではなく
「働く仕組み」がうまくいっていないからだ。日本の会社は社員を長時間拘束するが、そこから産まれ
る利益が少なすぎる。
　アベノミクスの3年間で失業率は1.2％下がりほぼ完全雇用を達成したが、これは景気回復というよ
り、生産年齢人口が230万人減ったからで、その一方で非正規雇用は8.2％も増えている。大規模な移民
政策が現実的でない以上、働き手不足を解消するには、女性ばかりでなく高齢者にも輝いてもらわなけ
ればならない。これが「1億総活躍」の真意だ。
　高齢者の労働市場からの退出は定年制で、一定の年齢に達した社員を強制解雇する制度でアメリカ・
イギリスでは違法だ。日本でも同様にすれば、多くの高齢者が働けるようになる。しかし現状の年功序
列の人事制度では高い給与を貰っているので、定年でいったんリセットしないと会社は人件費が膨らみ
経営が成り立たなくなってしまう。

国家リスクから切り離せ 
　今後のシナリオ、①楽観シナリオ（アベノミクス成功で高度経済成長が再び始まる）、②悲観シナリ
オ（現状の低成長が続く）、③破滅シナリオ（大規模な経済的混乱が起きる）の3つのシナリオがある

　   



中で、①の楽観シナリオどうや らなくなったようだ。現状では②、③の可能性を真剣に考えたほうがよ
さそうである。「経済的混乱が起きるのを待ってはじめて財政改革に着手する」という筋書きが現実的
である。
　金融資産を守るための原則はものすごくシンプルで「個人のリスクを国家から切り離す」ことにつき
る。資産をすべて米ドルで保有していれば、日本の財政が破綻して円が紙くずになってもまったく困ら
ない。
　為替は相対的なものなので、あらゆる通貨に分散することでより安全にリスクを回避できる。これが
国際分散投資の基本だ。近所の銀行で外貨預金でもいいし、株をやっているなら世界の株式市場に分散
投資するＥＴＦでもいい。

老後を短くする 
　大きな問題は高齢者の多くが年金というかたちで国家に資産運用をアウトソースしていることで、年
金制度が危機に陥ると社会は大きく動揺する。
　老後問題の本質は老後が長すぎるにある。だったら不安をなくすには老後を短くすればいい。つまり
働ける間は働くというこだ。
　今後は100歳でも元気な老人がめずらしくなくなる。そう考えれば「年金で悠々自適」は破滅への道
だ。高齢化社会の最強の人生設計は生涯現役（生涯共働き）以外にない。じゅうぶんな人的資源があれ
ば「国家破産」など恐れることはない。
　元気なうちは若者とともに働き、引退してもボランティアなどに参加し、すべての日本人が80歳を超
えて「活躍」しつづけることが、豊かな未来を作っていくのだ。

　どうやら日本は最悪の方向に向っているのは間違いなさそうです。資産を持っている人は外貨に！年
金はあてにせず、健康に留意して働けるうちは働いて稼ぐ！ということでした。 
　しかし、日本の財政破綻、ちょっと怖いです。 

 

　
　今回経済分野のコラムを書きましたので、ついでに
ＧＤＰ600兆アップの新アベノミクスについて私の異論
を少し・・・・

　先頃、アベノミクスの新たな3本の矢の1つとしてＧ
ＤＰを100兆アップして600兆に、という発表がなされ
ました。私達、実際に現場にいる人間としては、「は
ぁ～！？何言ってるの？」という感じなのが本音なの
ではないでしょうか。

　ちなみに私は「ＧＤＰ増大＝幸せ」とは思わないで
すが、皆さんはどう考えますか？先月号で紹介した、
「Uber」や「Airbnb」などのシェアリングエコノミー
は分け合えるものはどんどんシェアし、合理的な世の
中にしようとするもので、結果的にはＧＤＰを増大さ
せるというよりは、減少させるものなではないでしょ
うか？

　　　　　　
　最近、思うのは「昔に比べて安くなったな～」ということです。それに伴って価値観もすごく変わっ
てきたというのが実感で、実はそれって「ＧＤＰ減少＝幸せ」のような気がしてきているのです。
　
　 例えば、「ユニクロ」。質の良い洋服を今までの1/5で提供するようになった。「JIN」「Ｚoff」など
の眼鏡店。「BookOff」などの古本屋。1000円床屋。「ニトリ」の家具。コンビニのカウンターコーヒ
ーなど。ありとあらゆるところで、質がいいのに値段がはるかに安いというすさまじい変化を見せてい
ます。

　実はこれらは、生活の価値感を根底からひっくり返すものなのかもしれません。最近の消費傾向は
「無駄や虚飾の習慣 はかっこ悪い」といった感じになってきているのは、このようなお店が出現してき
たからなのではないでしょうか。 　

　 つまり実は「ＧＤＰ減少＝幸せ」というのは以外とあるのかもしれないということなのです。
　今までの「ＧＤＰ減少」のイメージは節約モードで消費が停滞した状態、とか、価値あるモノが売れ
ず、廉価な粗悪品 しか売れない状況とか、一円でも安い調味料を買うため自転車でスーパーをハシゴす



る主婦とか、正社員を減らして安い 非正規雇用を増やす企業、なんてイメージがあるかもしれません。
　
　 しかし今はその逆で、「ＧＤＰ減少」は無駄や虚飾の習慣を廃し、分け合えるモノはどんどんシェア
するなど、合理的に 行動し、不要なモノにお金を払うのをやめて、その分、残業せずに個人の時間を増
やす。こんな感じになるのではないで しょうか？
 

磯子の隠れ家洋食店

　 
　　
　 また今回、洋食店のレパートリーが新たに1店加わ
りました。

　それにしても、このお店本当にわかりにくいところ
にあるんです。まさに 裏路地。こんな場所でやってい
けるのはやはり地元民に愛されているからなんでしょ
う、なんて勝手に思っています。

　洋食って、日本人の基本的外食というイメージです
よね。（ファミレスで育っているからなのか）しかし
本格的で美味しい洋食店って以外と無いものです。

　　このマンスリーでも数店紹介しましたが、確か小田原の店は1軒だけだったと思います。

　そんな美味しい洋食店を求めて今回は横浜の磯子まで、足を伸ばしたのです。

　お店の名前は「西洋料理　たじま」。ご夫婦2人で切り盛りしているお店です。

 

　今回注文したのは、ビーフシチュー、カキフライ、パンプキンスープで、ランチタイムだったのでコ
ーヒーやミニサラダは無料。
　
　 店内に入ると、まるで中華料理の大衆店に来たようなイージーな雰囲気。連れはこの店大丈夫？とや
や懐疑的な様子 です。

　　しかし料理が運ばれて一口食べれば、そん
な懐疑的な気持ちは一発で吹き飛びます。私は
ランチタイムの
サービスミニサラダの野菜を食べたときにそれ
がすぐわかりました。野菜がとてもシャキシャ
キしていて、
かかっているドレッシングがすごく美味しい
（たぶん市販のものではない）。
　そしてパンプキンスープを食したとき、この
店本物だということを確信
しました。とてもクリーミーで、やさしいお
味。寒い時期に身体をしんか
ら温めてくれそうなお味です。

　メインのカキフライはやや小ぶりのカキですが、と
てもジューシーで揚げすぎず、かといって生臭さは一
切なし。プロの味と見ました。また添えつけのタルタ
ルが一般のものとは全然違い、モッテリとしていて、
とても 濃厚に見えるのですが食べてみると意外とあっ
さり。個人的にはソースを かけてさらにこのタルタル
を付け加えるぐらいがちょうどいいと感じました。 　

　 次にビーフシチューです。これ洋食店の基本みたい
なメニューの1つです が、やっぱり初めてのお店とな
るといろいろ試してみたいですよね。しかし、なかな
かお腹がそれを許してくれません。やはり王道のビー
フシチューは頼んでおかなければということで。



　ビーフシチューは先頃上野の名店「ぽん太」で美味
しいビーフシチューをいただいているので、比較がで
きるかもしれません。
　
　 さてお味のほうは・・・・？

　ん！これは上野のものとはまるで別物！
　まず、デミグラスソースが全然違うのです。どちら
かと言えば、こちらのほうがやや濃い目かな。そして
肉は上野ほど柔らかくないけれど、肉感がしっかりし
ている分とてもボリューム感があります。かと言って
決して、固いお肉ではありませんよ。十分柔らかいお
肉です。
　また付け合せのポテトやほうれんそう、人参は美味
い！
　
　「都会の洋食の名店」といった雰囲気はゼロだけ
ど、逆にこんなお店が地元にあれば毎週通うのにと思
わせるお店です。お値段もリーズナブルで、ビーフシ
チューは2000円ですが、その他はほとんど1000円前後
です。また 平日ランチもやっているようで、こんどは
平日狙いで行ってみようかな。

　路地裏にひっそり潜む洋食の名店、皆様も是非トラ
イしてみてください。

 

 

店名　 西洋料理たじま 

住所 横浜市磯子区広地町1-12 

ＴＥＬ 0465-751-7926 

休み　 月曜日 

 
 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ただいまブログは７名が更新
中です。 

・熱血小田原所長日記

・販促部次長の成長日記

・販促課マネージャーの日記 

・海老名の所長ブログ 

http://www.arcru.com/blog.html
http://www.arcru.com/blog.html
http://www.arcru.com/blog.html
http://www.arcru.com/blog.html


・開発道

・開発リーダーのブログ

・小田原チーフの奮闘ブログ 

生・五郎丸　見てきました！

 
　　
　 
　 今月は以上です。又、来月号も宜しくお願いします。
 
 
 

 
■2015年度のマンスリーＮＥＷＳ

2015.12 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2015.11 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2015.10 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2015.9 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2015.8 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2015.7 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2015.6 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2015.5 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2015.4 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2015.3 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2015.2 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2015.1 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

 
■マンスリーＮＥＷＳアーカイブ

最新 マンスリーＮＥＷＳトップページ

2014年度 ２０１４年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2013年度 ２０１３年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2012年度 ２０１２年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2011年度 ２０１１年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2010年度 ２０１０年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2009年度 ２００９年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2008年度 ２００８年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2007年度 ２００７年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2006年度 ２００６年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2005年度 ２００５年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2004年度 ２００４年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

番外編 マンスリーレポート番外編
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